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あ　と　が　き

　発掘調査に従事する者にとり，１日の調査を終え，緊張から解放されホッとし，一番好

きな時間を迎えます。それは，高隈山に沈む美しい夕日を眺める時でした。昔の人もきっ

と同じ夕陽を眺めていたことでしょう。

　加治木堀遺跡では，広い台地での落とし穴猟の一端を垣間見ることができました。柿木

段遺跡の石斧埋納遺構は予想外の発見であり，彼らの生産活動の奥深さを再認識すること

となりました。また，幾重にも重なり合った道跡や溝は，具体的人跡であり，発掘調査の

重要性を改めて認識することになりました。

　最後に，発掘作業や整理作業にご協力いただいた作業員の方々をはじめ，懇切丁寧にご

指導いただいた多くの関係者の方々には心から感謝致します。
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